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第１回ベネッセ・駿台 大学入学共通テスト模試

実施結果を踏まえた共通テスト対策指導のご提案

第2問B 問４

正解率 42.2％
SS70～75 85.0％
SS65～70 76.1％
SS60～65 63.7％
SS55～60 54.0％
SS50～55 43.6％

第2問B 問４英語（リーディング）

投稿者が述べている「事実」を読み取る問題で、各学力層で差がついた

2021年度第１回ベネッセ・駿台
大学入学共通テスト模試
「英語（リーディング）」
受験者数： 388,526人
平均点： 47.0点
標準偏差： 19.6

【出典】 問題・集計結果データともに、2021年度「第１回ベネッセ・駿台大学入学共通テスト模試」より。
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第2問B問４は、美術館での写真撮影の禁止に慎重な姿勢を示す者による投稿
で述べられている「事実」を読み取る問題で、各学力層で差がつきました。
第２問Bでは、記事や議論などを読み、その概要や要点を捉える力や、書き手の

意見を把握する力が問われます。特に、本文や選択肢の内容が「事実」なのか「意
見」なのかを判断する問題は、共通テストでも出題が予想される特徴的な形式で
す。今回の結果からも、生徒は選択肢が「事実」なのか「意見」なのかを判断するこ
とに苦戦したことが推測されます。

第2問Bでは「意見」と「事実」を区別する問題をしっかりと対策しておく必要が
あります。これらの問題では、設問で指示される立場を押さえることが求められ、さ
らに、記事の内容、選択肢の内容が「事実」なのか「意見」なのかを見極めることも
求められます。
●事実…客観的な記述（真偽を問えるもの）であること
●意見…主観的な価値判断を表す記述（真偽を問えないもの）であること
例文や類題を使って、具体例を示すとよりわかりやすくなるでしょう。
これから２か月半で確実に「事実」と「意見」を区別できるようになるには、上記

の特徴を意識しながら、記述内容がどのような文脈で述べられているか、意見と事
実の本質的な相違を意識して英文を読む習慣を、生徒につけさせることがポイント
です。意見と事実の区別には、主観的な形容詞や副詞、助動詞の使用などに注目
させることも効果的です。

結 果 分 析

指導の ご提案

第2問B 問４英語（リーディング）

実戦形式の類題演習のご提案ページへ

投稿者が述べている「事実」を読み取る問題で、各学力層で差がついた

https://www.learn-s.co.jp/com/pdf/pg/info/211021/211021er2.pdf

